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津波シミュレーションの結果が
公表されました

■ お問い合わせ先
　町総務課防災安全室 ( 担当 ･ 武田 )
　 ☎ 32‐6700

　　　日本大震災を踏まえ、福井県では、県内沿岸市
　　　町が津波対策の参考とするための基礎的資料と
して、津波高や浸水深の計算 ( 津波シミュレーション )
を行いました。津波の影響調査は本来国が実施すべき
ものですが、今回県が独自に実施したものです。
　シミュレーションでは、まず福井県に影響が予測さ
れる 8 つの波源 ( 断層 ) を選定。その中から、特に影響
が大きいと予測される 4 つの波源について、津波高等
の計算を行いました。美浜町の沿岸地区の最大波高は
次のとおりです。
　なお、町では、この結果をもとに美浜町地域防災計
画の見直しを進めています。

東

※お問い合わせ先　町総務課防災安全室(担当・武田) ☎32‐6700

緊急情報伝達試験の再試験を実施します

　9月12日に実施した全国一斉情報伝達試験において、美浜町では機器の不具合及びメーカーの事前設定
確認時の作業ミスにより、防災行政無線から試験放送が流れませんでした。
　町民の皆様には多大なるご迷惑とご心配をおかけし、深くお詫び申し上げます。
　今日まで代替機器により運用し、メーカーが機器を回収し原因特定のため検証を実施していました。
　今回その原因が特定され機器の交換等を実施し、再試験を実施することとなりましたので、大変ご迷惑
をおかけしますがご協力をお願いいたします。
　美浜町が当日実施する試験は次のとおりです。

【 日時 】12月12日(水) 午前10時頃と午前10時30分頃の2回

地区名 最大波高

丹生 3.83m

竹波 3.42m

菅浜 3.40m

北田 3.02m

佐田 2.87m

山上 2.92m

坂尻 5.81m

地区名 最大波高

和田 3.51m

郷市 3.32m

松原 3.42m

久々子 2.95m

早瀬 3.85m

日向 4.88m

□ 予測される最大波高

※津波シミュレーションの詳細については、
　町ホームページからご覧になれます。

福井県美浜町 検 索

情報伝達手段 内 容

防災行政無線と音声告知放送
[放送内容]
　① ｢これは、試験放送です｣を3回繰り返す
　② ｢こちらは、防災美浜町です｣
　③ チャイム

　町内58か所に設置してある防災行政無線屋外拡声器と、各家庭に設置して
ある音声告知放送端末機から、次の内容が一斉に放送されます。

□ シミュレーションの対象となった 4 断層

④佐渡島北方沖断層

③若狭海丘列付近断層

②越前堆列付近断層

①大陸棚外縁断層 +B 断層
　+ 野坂断層

N
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　11 月 10 日 ･11 日に、みはまナビフェスがなびあすと
町役場特設会場で開催されました。
　このイベントは、毎年行っている文化祭と産業祭を一つ
にしたイベントです。
　メイン会場となったなびあすでは、町民の皆さんのさま
ざまな分野の作品展示やステージ発表が行われました。
　また、屋外には多くのテントが並び、中に設けられたブー
スでは、町の農林水産業をはじめとする各産業の特徴を活
かした販売や催しが行われました。

文化と産業がなびあすに集う!!

会場内のテントでは、地元でとれた新鮮な魚や野菜等が販売されました。バザーコーナー

　文化サークル、学校からの作品展示や体験コーナがありました。作品展示

ステージ

みはまナビフェス

　なびあす文化ホールでは、芸能の祭典と銘打ち、演奏や合唱、ダンス等の発表がありました。
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読書感想文コンクール
入賞者発表

最優秀賞

　11 月 10 日に、なびあすで美浜町読書感想文コ
ンクールの表彰式が行われました。
　今回のコンクールには、143 作品の出品があり、
審査の結果、次の方々が入賞されました。（敬称略）

▲

最優秀賞に選ばれた作品を
　朗読する

宮下 直士 さん ( 写真左 ) と 山東 佑里子 さん ( 写真右 )

1年生の部　髙木 桂    (菅浜小学校)

　　　　　  山脇 優舞 (美浜南小学校)

2年生の部　桶野 想乃 (菅浜小学校)

　　　　　  石丸 陽登 (弥美小学校)

3年生の部　山瀬 奏斗 (丹生小学校)

　　　　  　吉本 梨乃 (菅浜小学校)

4年生の部　久保 虹葉 (美浜東小学校)

　　　　　  奥村 妃奈 (美浜北小学校)

5年生の部　浅妻 智樹 (美浜南小学校)

6年生の部　藤原 佑莉   (弥美小学校)

中学生の部  廣瀬 茜      (美浜中学校3年)

　　　　　  納谷 亜加里(美浜中学校3年)

一般の部　  大村 和暉   (美方高等学校)

優秀賞

1年生の部  中島 武蔵     (菅浜小学校)

　　　　　 木下 珠佑     (弥美小学校)

2年生の部  中村 香里     (菅浜小学校)

　　　　　 大野 夏未     (弥美小学校)

3年生の部  川原 優一朗 (弥美小学校)

　　　　　 久保 来人     (新庄小学校)

　　　　    脇田 蓮太郎 (美浜南小学校)

4年生の部  原 　立成     (美浜東小学校)

　　　　　 鳥居 千鈴    (美浜東小学校)

　　　　　 井上 美玖 　 (美浜北小学校)

5年生の部  由利 ほたる  (美浜東小学校)

　　　　　 大同 恒正　  (弥美小学校)

　　　　　 原田 詩音    (弥美小学校)

　　　　　 志賀 早耶香 (美浜北小学校)

6年生の部  岩本 大輔     (菅浜小学校)

　　　　　 田邉 みな    (美浜東小学校)

　　　　　 久保 悠斗    (美浜東小学校)

　　　　　 石丸 七夕佳 (弥美小学校)

中学生の部  浅妻 大樹  (美浜中学校2年)

　　　　　  繁田 祐香  (美浜中学校2年)

　　　　　  寺川 史菜  (美浜中学校2年)

　　　　　  米澤 綾花  (美浜中学校1年)

　　　　　  田邉 明奈  (美浜中学校1年)

一般の部　  小川 穂乃香 (美方高等学校)

家族の部　  白井 優美 (美浜東小学校4年)

　　　　　  白井 早苗 (佐田)

入 選

部　　門 学校名等 氏　　名 作　品　名

1年生の部 美浜北小学校 開發　蒼太 　ねこをたすけたけんさん

２年生の部 弥美小学校 熊谷　結成 　｢どんぐりのき｣を読んで

3年生の部 美浜北小学校 宮下　妃　 　友だちの大切さ

4年生の部 美浜北小学校 知場　瞭　 　ぼくの心

5年生の部 美浜北小学校 渡邉　海陽 　｢あなたがうまれるまで｣を読んで

6年生の部 美浜北小学校 宮下　直士 　夢をもってがんばるということ

中学生の部 美浜中学校3年 　山東　佑里子 　私なりの進み方
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、10月19日から11月16日までの美浜発電所
の状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

山
口
町
長
が
町
議
会
と
と
も
に
革
新
的

エ
ネ
ル
ギ
ー･

戦
略
等
に
対
す
る
意
見

を
国
に
要
請

　

10
月
26
日
、
山
口
町
長
は
町
議
会
の
北

村
議
長
を
は
じ
め
、
藤
本
副
議
長
、
原
子

力
発
電
所
特
別
委
員
会
の
飯
田
委
員
長
、

松
田
副
委
員
長
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省

や
内
閣
府
等
の
関
係
機
関
に
要
請
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請
は
、こ
れ
ま
で
半
世
紀
に

亘
っ
て
安
全･

安
心
を
追
求
し
つ
つ
、
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
協
力
し
、原
子
力

発
電
所
と
の
共
生
を
進
め
て
い
る
町
と

し
て
、去
る
9
月
14
日
に
公
表
さ
れ
た
、

２
０
３
０
年
代
原
子
力
発
電
所
稼
働
ゼ
ロ

と
す
る｢

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
戦
略｣

は
受
け
入
れ
難
く
、
そ
の
戦
略
の
見
直
し

と
、
原
子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
に
よ
る

立
地
地
域
支
援
等
に
つ
い
て
要
請
し
た
も

の
で
す
。

　

当
日
、
経
済
産
業
省
で
面
談
し
た
松
宮

経
済
産
業
副
大
臣
は
、
こ
の
要
請
に
対

し
、

↑松宮経済産業副大臣に要請書を渡す山口町長ら

︻
要
請
項
目
︼

①
40
年
運
転
制
限
制
に
か
か
る
科
学
的
、

技
術
的
根
拠
の
説
明

②
安
全
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
の

早
期
再
稼
働

③
原
子
力
発
電
所
の
新
設･

増
設

④
長
期
停
止
に
伴
う
立
地
地
域
支
援

⑤
電
源
三
法
交
付
金
制
度
の
維
持
等
、立
地

自
治
体
へ
の
支
援
の
継
続
と
拡
充

⑥
企
業(

産
業)

誘
致
等
に
向
け
た
支
援
制
度

①
法
令
で
は
、
40
年
を
越
え
る
も
の
で

あ
っ
て
も
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、

20
年
を
上
限
と
し
て
延
長
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
古
い
か
ど
う
か
一
律
同
じ
で
な

く
、
安
全
か
ど
う
か
で
延
長
が
決
ま
る
。

よ
っ
て
、
40
年
で
終
わ
り
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。

②
現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
新
し
い

安
全
基
準
の
作
業
を
進
め
て
お
り
、
来
年

3
月
頃
に
は
、
そ
の
原
案
が
示
さ
れ
、
7

月
に
は
で
き
る
も
の
と
見
て
い
る
。
再
稼

働
は
、
そ
の
安
全
基
準
に
基
づ
く
も
の
と

考
え
て
お
り
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
安

全
審
査
を
終
え
た
際
に
は
、
電
力
の
安
定

供
給
の
責
任
は
持
つ
立
場
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

③
戦
略
で
謳う

た

わ
れ
て
い
る
２
０
３
０
年
代

原
子
力
発
電
所
稼
働
ゼ
ロ
は
、
あ
く
ま
で

も
目
標
で
あ
り
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
進
む
と

も
限
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
今
後
議
論
を
重

ね
、
不
断
に
見
直
し
て
い
く
。

④
再
稼
働
で
き
な
い
時
間
が
長
引
け
ば
長

引
く
ほ
ど
、
民
宿
や
商
店
街
、
協
力
会
社

の
方
々
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
は
認
識

し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
全
立
地
自
治
体
の

共
通
の
課
題
と
し
て
支
援
策
の
検
討
を
重

ね
て
い
る
。
国
で
は
、
福
井
県
で
実
施
し

て
い
る
雇
用
対
策
以
外
に
も
、
何
か
な
い

か
真
剣
に
考
え
て
い
る
。

⑤
平
成
25
年
度
の
交
付
金
は
、
従
来
ど
お

り
予
算
要
求
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
継
続

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

⑥
企
業
立
地
は
、
既
存
の
助
成
制
度
を
は

じ
め
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
福
井
県
で
は
、
産
業
集

積
計
画
を
進
め
て
い
る
の
で
、
県
と
連
携

し
な
が
ら
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

と
答
え
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題
や

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
が
宮

城
県
女
川
町
等
を
視
察

　

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
は
、

10
月
30
日
か
ら
11
月
１
日
に
か
け
て
、
宮

城
県
女
川
町
と
東
北
電
力
㈱
女
川
原
子
力

発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

昨
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県

女
川
町
で
は
、地
震
発
生
当
時
の
状
況
を

伺
う
と
と
も
に
、女
川
町
の
住
民
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
委
員
か
ら
は
、

　
　

 
 

地
震
直
後
の
住
民
へ
の
周
知
方
法

と
、
放
送
の
仕
方
は
ど
う
し
た
た
の
か
。

問
1

　
　

  

住
民
へ
は
、
防
災
行
政
無
線(

屋
外)

と
、
個
別
受
信
機(

屋
内)

で
周
知
し
た
。
放

送
は
、
大
津
波
警
報
出
る
前
か
ら
開
始
し

た
。
住
民
全
員
が
、
す
べ
て
を
聞
き
取
れ

た
か
は
不
明
だ
が
、
あ
る
程
度
周
知
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
放
送
は
、
始
め
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
だ
っ
た
が
、
時
間
が
経
つ

答
1

　
　

  

発
電
所
か
ら
の
第
１
報
は
、
ど
の
よ

う
に
入
っ
た
の
か
。

問
2

　
　

  

町
で
は
原
子
力
発
電
所
の
情
報
を
ど

の
よ
う
に
収
集
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、

住
民
へ
の
情
報
提
供
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
た
か
。

問
3

　
　

  

地
震
後
に
役
場
は
非
常
用
電
源
が

稼
働
し
電
話
が
使
用
で
き
た
。
発
電
所
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
か
地
上
回
線
か
覚
え
て
い

な
い
が
、
地
震
後
す
ぐ
に
発
電
所
か
ら
安

全
に
停
止
し
た
と
の
連
絡
を
受
け
た
。

答
2

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
質
問
に
対
し
、
女
川
町
の
方
々
は
、

に
つ
れ
、
状
況
に
応
じ
た
メ
モ
で
放
送
。

大
津
波
が
押
し
寄
せ
る
直
前
は｢

逃
げ
ろ｣

と
し
か
言
え
な
か
っ
た
。
海
が
見
え
な
い

山
側
の
人
は
、
無
線
や
受
信
機
か
ら
聞
こ

え
る
悲
鳴
の
よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
避
難

し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

  

町
の
災
害
対
策
本
部
に
東
北
電
力

㈱
の
社
員
に
出
席
し
て
も
ら
い
、
常
に
情

報
提
供
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
住
民
に

は
、
事
業
者
が
避
難
所
に
掲
示
物
を
張
り

出
し
た
ほ
か
、
民
間
で
設
立
し
た｢

女
川
災

害
Ｆ
Ｍ｣

で
も
放
送
し
て
い
た
だ
い
た
。

答
3

と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
北
電
力
㈱
女
川
原
子
力
発
電

所
で
は
、
地
震
当
時
の
状
況
を
伺
う
と
と

も
に
、
震
災
後
に
設
置
し
た
防
潮
堤
等
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
説
明
で
は
、
地
震
直
後
、
発
電

所
に
避
難
を
要
請
し
て
こ
ら
れ
た
近
隣
の

住
民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
体
調
を
崩

し
た
妊
婦
や
高
齢
者
を
ヘ
リ
で
病
院
に
移

送
し
た
こ
と
等
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
当

時
約
13
ｍ
の
大
津
波
が
押
し
寄
せ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
安
全
に
原
子
炉
が
停
止
し
た

理
由
と
し
て
、
建
設
当
時
、
地
域
住
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、
言
い
伝
え
の
あ
っ
た
津

波
に
対
応
で
き
る
よ
う
敷
地
の
嵩か

さ

上
げ
を

実
施
し
た
結
果
、
浸
水
を
免
れ
た
と
の
説

明
も
受
け
ま
し
た
、

　

現
地
視
察
後
、
委
員
か
ら
は
、

　
　

  

非
常
に
判
断
が
難
し
い
と
思
う
が
、

国
の
方
向
性
が
見
え
な
い
中
、
女
川
発
電

所
は
ど
の
辺
を
目
途
に
再
稼
働
で
き
る
の

か
。

問
1

　
　

  

福
島
事
故
後
、
3

　

m
の
防
潮
堤
を

設
置
し
17
ｍ
ま
で
の
津
波
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
た
が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問
2

　
　

  
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
ぐ
訓
練
は

実
施
し
て
い
る
の
か
。

問
3

等
の
質
問
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
東

北
電
力
㈱
は
、

　
　

  

地
震
に
よ
る
被
害
に
よ
り
、
タ
ー
ビ

ン
の
調
整
等
、
常
用
設
備
を
修
理
し
て
い

答
1

　
　

  

想
定
を
越
え
る
も
の
は
来
る
と
の

考
え
で
不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
く
。
こ

れ
か
ら
は
、
言
わ
ば
潜
水
艦
工
事
。
ま

ず
は
、
浸
水
を
防
ぐ
た
め
の
防
潮
堤
。
ま

た
、
も
し
仮
に
乗
り
越
え
て
き
た
場
合
に

備
え
、
水
密
性
を
高
め
る
。
こ
の
他
、機
器

･

設
備
に
つ
い
て
は
、
高
台
に
配
備
す
る
。

答
2

　
　

  

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
非
常
に
範
囲

が
広
い
が
、
女
川
発
電
所
で
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
他
の
原
子
力
発
電

所
で
あ
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
発
電
所
内

で
情
報
を
共
有
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

防
止
の
徹
底
を
図
る
。

答
3

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
原
子
力
安
全
環
境
監
視
委
員
会
で

は
、
今
回
の
視
察
で
得
ら
れ
た
知
見
を
今

後
の
委
員
会
活
動
に
取
り
入
れ
、
美
浜
発

電
所
の
安
全
対
策
等
の
確
認
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

↑東北地方太平洋沖地震直後の状況を説明
　する津幡女川原子力発電所長

↑壊滅的な被害を受けた女川町沿岸部を視察する委員

る
段
階
な
の
で
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。


